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『におい』。

　どういうに

おいがするの

か、登場人物

がしかめっ面

をするか、セ

リフに起こし

て説明させる

しかありませ

んが、目と耳

に入ってくる

情報ほどのリ

アルさがない

ので、かえっ

て伝わりにく

いのです。

　それが、小

説では「地の

文で緻密に描

　今回も、2019年３月６日の横

浜海上防災基地での展示訓練に

ついて書こうと思います。今回

は、機動防除隊の登場です。

　ガスが充満した機関室内にお

いて、ガスの漏洩元を突き止め

てバルブを閉めてくる、という

訓練が行われます。

　ただ、見物人が多数集まるこ

の模擬船室で実際にガスと模し

たものを充満させるのは無理が

あります。がらんどうの空間の

中央に、水蒸気のようなモヤモ

ヤとしたものが出ている機械が

ぽつんとあるのみ。やがて、黄

色の防護服に身を包んだ２人の

隊員が、ガス検知器をかざしな

がらゆっくりと模擬船室に入っ

てきました。

　ガスの充満先を突き止めるべ

く、慎重に、一歩一歩時間をか

けて、模擬船室を回っています。

　シーンと静まり返った模擬船

室内に響くのは、防護服が擦れ

る独特の音。素材が似ているの

か、ブルーシートを畳んでいる

ときの音とよく似ています。こ

の音が増幅して聞こえるほど、

場は静寂に包まれています。そ

れがまたなんとも不気味に感じ

るのです。

　これまでＡ水槽で波と水飛沫

をリアルに感じ、Ｂ模擬船室で

10㍍の高さからの降下を見て、

気分が高揚していた直後です。

　地味な訓練。

　しかし、じわじわと迫るもの

がある。

　実はこういった場面、小説の

描写には非常に向いているんで

す。

　映像では、音と画面で迫力を

ダイレクトに伝えられるのです

が、唯一、伝えられないのが

写できる」という利点がありま

す。海上保安庁の話を小説にす

るなら、機動防除隊を全面に出

した方がよかったのかも！　と

今更ながら気がつきました。

　でも大丈夫、来年の夏には

『海蝶Ⅱ』を執筆予定です。な

にもネタを考えていませんでし

たが、いま、機動防除隊を出そ

うかな。

　今回の訓練で想定されたガス

にしろ、今年世界中をロックダ

ウンさせたウイルスにしろ、

『目に見えないもの』の脅威

は、もしかしたら荒れ狂う波や

高いところから降下することよ

りも人の恐怖心をあおるものな

のかもしれません。３.11のこ

ろはみな、目に見えない放射能

の恐怖に大騒ぎになりました。

　機動防除隊は、海面流出した

油の回収など、活躍は多岐に渡

ると思いますが、この『目に見

えないもの』の最前線に立つ部

隊に、今後、注目していきたい

と思います！ （つづく）

『目に見えないもの』最前線に立つ部隊

ガス漏洩から流出油まで 機動防除隊に注目
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強くなった潜水士への憧れ

羽田基地で現場の緊張感実感

同期の頼もしさに気づいた乗船実習

大きな声出すことの大切さ

　８月に潜水の授業を受けまし

た。入学時に潜水士を志望して

いたわけではありませんが、３

学年の乗船実習などで、特殊

救難隊の方の話を聞くなどし

て、潜水士に憧れを持ちまし

た。

　授業では初めに座学を行い、

　８月に練習船「こじま」に乗

船し、約２カ月続く乗船実習を

行っています。船内生活で新型

コロナウイルスによるクラスタ

ーが発生する可能性の高い特殊

な環境の中、自己管理の重要性

を身に染みて実感します。

　北回りと呼ばれる、本州や北

海道に寄港する実習を終えて学

んだことは、準備の大切さで

す。訓練や出入港作業、船務と

いったあらゆる場面で教官から

準備不足を指摘され、自分たち

の甘さを痛感しています。乗船

実習では実習生長を務めており

ますが、改めて同期の頼もしさ

に気が付きました。つらいこと

や投げ出したくなることもあり

ましたが、その度に同期に支え

られ、頑張ることができている

と思います。

 （本科３学年・上田太一）

　９月に逮捕術の授業を受けまし

た。治安を守る海上保安官にとっ

て、逮捕術は必要不可欠なものであ

るという漠然としたイメージは持っ

ていましたが、実際に授業を受け、

多種多様な種目があることに驚きま

した。関節技、警棒や徒手で相手を

制圧する技だけではなく、相手に抱

きつかれたり手首をつかまれたりし

た際の離脱など、自分の身を守る技

も習得しなければなりません。ま

た、相手を制圧する手段の一つに口

頭制圧も含まれており、大きな声を

出すことの大切さも実感しました。

　また、乱取りを行った際には、自

分の身を守りながら一本を取ること

の難しさを感じました。相手との間

合いを常に意識しながら隙をついて

一気に攻めることが、一本を取るた

めに重要であると思いました。

 （本科１学年・池沢光紀）

潜水資器材の取り扱いや安全管

理について学びました。次に潜

水プールで実習を行いました

が、座学で学んだことを上手く

行動に移すことができず、潜水

教官や巡視船「くろせ」の潜水

士から指導していただきまし

た。

　８月17日に羽田特殊救難基地

の業務見学をしました。見学の

最中、実際に出動する場面に居

合わせ、大学校の生活では感じ

ることのできない現場の緊張感

や雰囲気を感じることができま

した。夏期休暇に貴重な経験を

することができ、対応してくだ

さった皆様には本当に感謝して

います。

　目標である特殊救難隊の隊員

の方とお話しして、特殊救難隊

を目指す決意が固まりました。

険しい道であることは重々承知

していますが、今回の業務見学

で学んだことを心に刻み、学生

生活で勉学、体力錬成に励み、

精進していきます。

 （本科２学年・廣澤拓磨）

　現場での経験を踏まえた教官

方の指導のおかげで、私は安全

管理の重要さ、難しさを改めて

実感できました。今回の授業で

潜水士に対する憧れが以前より

強くなりました。さらに知力、

体力の向上に努めていきたい。

 （本科４学年・川島優太）
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潜水授業が終わった後の学生たち

乗船実習での訓練の様子

逮捕術の授業

海保大だより海保大だより


